
５つの疑問 

・総合計画の目的である「市民が住み易いまちだと実感するまちづくり」がブレていないか・ 

・３つのしくみづくり(ソフト面)だけでも、施策(ハード面)だけでも前に進まない、つまり両者がうま

くリンクしているのか。 

・アンケート調査結果(市民の要望)が施策にフィードバックされているのか。 

・目的に向かって、先頭に立つべき行政の意識改革とその認識度が統一されているのか。 

・真の市民参加、市民協働、等の体制が確立されているのか。 

 

 

１．第 4 次総合計画の目的⇒ 市民が「富田林は住み易い町だ」と思える町を作ること。 
 a. 第 3 次総合計画までのコンセプト［ひと・みどり・文化・定住のまちづくり］ 
   ①みどり：里山が破壊さりている、②人、定住のまちづくり：少子高齢化、人工減少 
２．第 4 次総合計画に際してのアンケート調査結果と分析（時間が無くて調査できず） 
 a. 問題点：アンケート調査結果を分析し、１００年後を見据えた的確な方向性と総合計画

になっているか。 
 
３．第 4 次総合計画が「住みよいまち」になった、と市民が感じる項目が設定されているか。 
 a. Ｈ２２年度のアンケート調査結果から市民が思う重要度のベスト３は、それぞれ防災・

防犯・(91.3%)、交通安全対策・(90.3%)および保険医療・(89.8%)である。 
 b. これに対しての満足度は、それぞれ 13.0、7.2 および 19.1%でしかなく、市民は、この

程度で「住み易い町だ」とは感じてい。 
 c. これに対するローリングがなされたていない。何のためのアンケートなのか。 
 
４．何のための「しくみづくり」なのか  
 a. 「しくみ」をつくつただけでは富田林市は良くならない。それが「市民が住み易くなっ

た感じるための施策」とリンクして、初めて「しくみづくり」の効果が評価される。 
b. 野球で 1 例を挙げる。まずソフト面(しくみづくり)に相当する道具、つまりルール、ク

ローブ、ボール、バット、スパイク並びにユニホームか最良であっても、ハード面(施策)、
つまりそれらを使いこなす監督や選手(行政)に素質と努力が無ければ、その野球を見て
いる観客(市民)は、決して満足も感激もしないだろう 

 
５．総合計画書に対する「答申書」およびフォローアップ会議の「報告書」から 
 a 答申書 (4. 本基本計画推進に辺り行政に期待すること 148 頁～) 
① 市民自治、 ② 選択と集中(100 年後を見据えた事業)、 ③ 安定した地域経営、  
④ 総合的視野(縦割り行政からの脱却)、 ⑤ 職務の目的意識(PDCA の活用) 、  
⑥ 現場からの発案(活気とやる気を育てる組織づくり)  

 b, 報告書 
  

   1) 意思決定の流れについて 

H22 年度報告書(Ⅳ 全体像と全体の流れ) 

       一年毎に実施予定のフォローアップ時に施策の効果を見極め、効果の薄い、または緊急性
の高い施策に限りローリングすべきである。また、施策はアンケート結果、かつ優先順位」を
考慮し、予算についても単年度決算であっても長期的な考慮が必要ではないか。 

2) 工程表について 

  ①総合計画 (10 年間)の PDCA サイクルおよび②フォローアップ会議(毎年)のサイクルは、上

述した 1)に準拠すべきではないか。３年毎にローリングすることを総合計画で決める意味合

いは薄く、むしろ毎年実施予定のフォローアップ会議が「富田林市の将来像」にズレやブレが

生じている、との結論に達した施策についてローリングすれば良いのではないか。 



    ①課題 1 しくみづくりの課題  ⇒ 成果を示し、かつ課題の指摘 
H23 年度報告書(Ⅱ 昨年度の報告書に対する取り組み状況の評価 7 頁～) 

  ②施策と事業の関係における課題 ⇒  課題のみ 
  ③全庁的な課題                 ⇒  問題点を示し、かつ課題の指摘 
  イ.対職員評価と教育 ロ,シート類の全庁的促進 

①事業の必要性を明確にする ③計画と実際にブレがある ④成果の指標ができない場
合はその理由を明記する ⑤政策推進課が成果指標等に際して積極的に関与する 

H23 年度報告書(Ⅲ 総合計画の進捗状況の評価 7 頁～) 

 
■総合計画の目的は「住み易い、と実感するまちづくり」にある。つまり 

・真の市民参加になっているか。 
・ ソフト(しくみづくり)も重要である。しかし、それ以上に大事な 
・ ことはハード、つまり「住み易いまちづくりのための施策」ではないか。両者がうまく機能してこそ

目的達成が可能ではないか。 

・市民アンケートから、市民は「住み易い町になった」とは思っていない、のでは 

・答申、報告書から「総合計画に対する行政の意識改革」が進んでいるとは思えない。 

この達成が大前提となる。 

 

この辺りを論議し、その是非を検証しなければ「市民が住みよい町と実感する」町づくりは難しい、

のではないか。 
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資料１ 
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